
１ 家庭学習のねらい
家庭学習は、学校で学習したことをしっかりと身につけるために、また、自ら学ぶ習慣

を身につけるためにとても大切なものです。中学校においては、現実問題として高校進学

に向けて学力をしっかり身につけなければなりません。学力向上は家庭学習の習慣からと

いっても過言ではありません。宿題を行うことも家庭学習の一部ではありますが、全てで

はありません。宿題を行うだけで満足していては、学力の向上は期待できません。また、

学力にも個人差がありますので、家庭学習の方法は様々です。そこで、「自主的な家庭学

習」の習慣が重要になります。試行錯誤をしながらも、ぜひとも自主的かつ継続的な家庭

学習の習慣を身につけてほしいと思います。

家庭学習の習慣が身についている人は、継続してください。まだ、身についていない人

は、まずは毎日の生活の中で、家庭学習の時間を必ず確保することから始めてほしいと思

います。理想は、「その日のことはその日のうちに」です。

２ 家庭学習を進める順序
家庭学習の進め方として、次のような順序で進めるとよいと思います。

１．宿題がある日は、まずその宿題を行う。

２．次にどの教科の学習を行うかを決めて、学校の授業の予習や復習を行う。

３．次に自分の学習教材（通信教育や塾の課題）の、自主的な予習や復習を行う。

４．時間があったら、自分の興味ある内容にチャレンジしてみる。

３ 家庭学習のポイント（５教科）
教科 ポイント

国語 ①教科書とノートをしっかりと見直す。

②漢字・語句の学習はノートに繰り返し練習して、毎日続ける。

③わからない語句や漢字は辞書を使って調べる。

数学 ①授業で習ったことはその日のうちに見直そう。

②その日の授業で習った内容について、ワークの問題を解いてみよう。

③間違っていたらすぐに見直しをして、どんな間違いをしたか確認しよう。

※もう一度「学習の手引き（1年生のときに配布）」を見直してみよう。
英語 ①授業用のノート作りで授業内容を予習・復習する。

②ワーク用のノートを作り、繰り返し解くことで、分からないところをなくす。

③新出文法を自分でまとめ直し、自分なりの文法ノートで理解を深める。

理科 ①授業のノートをチェックすることによって、授業内容を復習する。

②教科書の太字になっている重要語句を覚える。（繰り返しが重要）

③ワークの問題を解く。（間違ったところをチェックし、後日再挑戦する）

社会 ①授業のノートをその日のうちに見直し、授業内容を復習する。

②とにかく教科書や地図帳をながめる。（太字の語句を中心に覚えよう！）

③ワークの問題を解く。（間違ったところを中心に何度も繰り返そう！））



国語 数学 英語 理科 社会 備考 合計 評価 印

1 月 A5 公立前期出願

2 火 B6

3 水 C4 千教研

4 木 A6　

5 金 B6 テスト範囲発表

6 土 市女子駅伝

家庭学習実践表
　　　年　　　組　　　番　　　　氏名

〈家庭学習の目標〉

２月
日 曜

学習時間（分　又は　時間）

6 土 市女子駅伝

7 日 千人の音楽祭

8 月 A5

9 火 A６　公立前期入試

10 水 A６　公立前期入試

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月 A5　諸活動停止

16 火 A６　

17 水 B6　公立前期発表

18 木 後期期末試験

19 金 後期期末試験 体技家

20 土 県駅伝

21 日

22 月 C4 公立後期出願

23 火 A6

後期期末試験
テスト勉強計画表にて

２月８～１２日　基礎学習週間
２月１２日　基礎学習確認テスト

２月１５～１７日　テスト前質問タイム

23 火 A6

24 水 A6 

25 木 A６　生徒集会

26 金 A6

27 土

28 日

29 月 A6

保護者より
　

 
                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サイン（もしくは、印）　　     　　　　　/

＊評価は自己評価でＡ・Ｂ・Ｃの３段階で記入。
＊塾の学習時間は（　）で記入。
＊備考欄には実技科目などを行った場合を記入。


